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姉妹校協定—オーストラリア・サザンクロスカレッジー 
 6 月２7 日（月）～29 日（水）に、オーストラリア、 

タウンズビル市にあるサザンクロスカトリックカレッジ 

（ＳＣＣ）から、ルイスベラコック校長先生他 3 名の 

学校関係者が来校されました。 

来日の目的は、姉妹校の提携でした。 

SCC は、幼稚園・小・中学校からなる総合学園で、来 

年度からは高校も開校される予定です。そして、特筆すべ 

きことは、第一外国語が「日本語」ということです。小 

学４，５，６年生で週１回、中学 1，2 年生で週 2 回、 

中学３年生で週 3 回の日本語の授業が必修だそうです。 

なぜ、日本語が必修科というと、日本人の持つ特性（ 

国民性）、相手を思いやる心、人のために尽くす奉仕の精 

神、そして逆境化においても希望を失わず頑張る精神、を 

学修してもらいたいからという理由でした。 

彼らは非常にエネルギッシュで、岩国市に来てすぐ、ゴ 

ミの分別が細分化されているのに興味を持たれ、早速 27 

日の午後には、リサイクルセンターを見学されました。 

また、周南市、大津島の回天記念館にも見学を希望されて 

いました。広島の原爆ドームや平和資料館はすでに見学さ 

れていましたが、違った視点で平和学習に取り入れたいと 

いう熱の入れようで、彼らの意気込みの凄さを感じ取るこ 

とが出来ました。 

29 日に姉妹校の協定書にお互いにサインし、本校では 

カナダポールケイン高校に次ぐ 2 校目となる姉妹校になり 

ました。 

来年の９月頃には、生徒１０名、引率教員２名が約１週 

間の予定で来校します。皆さんとの異文化交流を大いに楽しみにされています。皆さ
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んも積極的に異文化交流を体験してください。世界は広いですよ。 

思考は現実化するー誰かのためにー 
 

 

 

 

 

本校恒例のあいさつ運動週間がやってきました。 

16 日には、空手道部員から、気合の入った力 

 

 

 

 

 

 

皆さんは日本の宝、そして日本の希望です。 

「どんな 10 代・20 代・30 代がいるかでその国の未来は決まる」と言われています。

7 月 10 日に参議院議員選挙が行われます。あなた方が考え、最終的に自分の意思で

政党を選び、国政を担う候補者に投票してください。そして、投票後にどのような選

挙結果になり、あなた方が選んだ候補者や政党がどのような行動をしているのかを追

跡してください。すると、政治力（ポリティカルリテラシー）が培われ、あなた方が

生活している地域で、都道府県で、日本で、そして世界で今何が起こり、何が問題に

なっているのかが、身近な話題として捉えられるようになります。 

21 世紀を担うのはあなた方です。 

あなた方の意識や考えが変われば、行動が変わります。行動が変われば、あなた方

の住む世界を変えることができます。 

 「あなたはできる」You can do it. 

ふかーい話—ぞうさんの唄— 
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ぞうさん ぞうさん おはなが ながいのね  

そうよ かあさんも ながいのよ 

ぞうさん ぞうさん だあれが すきなの 

あのね かあさんが すきなのよ 

 



日本で長く歌い続けられている童謡「ぞうさん」。「ぞうさん」は、1948 年に詩人、

まど・みちおさんによって書かれ、1953 年作曲家團伊玖磨（だんいくま）さんが曲

をつけ誕生しました。 

長い間親しみを持って多くの方に歌い続けられ、現在でも保育園や幼稚園では必ず歌

われる童謡のひとつです。皆さんも幼少の頃に唄ったことがあると思います。 

まど・みちおさんは、実は山口県徳山市（現在は周南市）のご出身で、残念ながら

2014 年に 10４歳で亡くなられました。1994 年に児童文学のノーベル賞と言われ

る国際アンデルセン賞作家賞を日本人で初受賞されています。 

「ぞうさん」の唄は、温かーいかわいらしい曲だと思います。しかし、実は作者ま

ど・みちおさんはある想いを持って、この詩を書いておられました。 

 

1988 年に出版された「まど・みちお—詩と童謡」の中で、まどさんは童謡「ぞう

さん」に対してこのような想いがあると語っておられます。 

 

「ぞうの子は、鼻が長いねと悪口を言われた時に、しょげたり腹を立てたりする代

わりに、一番好きな母さんも長いのよと、誇りを持って答えた。 

それは、ぞうがぞうとして生かされていることが、すばらしいと思っているからです。 

だからこの歌は、ぞうに生まれてうれしいぞうの歌、と思われたがっているでしょう。 

目の色が違うから、肌の色が違うから、すばらしい。違うから、仲良くしようという

ことです」 

  

 短い歌詞の中に「こどものぞうが鼻が長いからとからかわれながらも、こどもなが

らもぞうとして生きることに誇りを持っている」という、メッセージが込められてい

るとは知りませんでした。驚きでした。 

 

変わる大学入試その１ー鹿児島大学全学部英語外部試験導入ー 

 鹿児島大学では平成 29 年度入試（一般入試、 

推薦入試）において外部の英語試験を全学部で 

導入することを発表しました。外部試験のスコ 

ア基準を満たせば、大学入試センター試験「外 

国語」の得点を満点（200 点）とみなされます。 

対象となる外部英語試験は「実用英語技能検 

（英検）」「GTEC CBT」「TEAP」「TOEFL 

 iBT」など 8 つです。 

センター試験で外国語を受験する必要はあり 

ますが、外部試験で基準のスコアを満たしてい 

れば、受験前に満点が加担されるメリットがあります。 

 



例えば、英検準一級以上を持って入れば満点です。 

目的はグローバルに活躍できる人材を育成するためだそうです。 

本校は英検の会場校で年 3 回実施されています。全学部の導入は国立大学では初め

てですが、これからますます英語の 4 技能、「読む」「書く」「聞く」「話す」の高いレ

ベルの習得が求められますね。 

 

コーヒーブレイクーうれしくなる礼状— 
6 月 14 日に小方中学校の 

3 年生 71 名が本校の学校見 

学に来られました。その時の 

礼状です。 

お礼の手紙で大切なことは、 

まず、送る時期を逃がさない 

ことです。次に、形式に沿っ 

た書き方に従いながら、文章 

の上手下手で誠意を問われる 

わけではありませんので、簡 

潔でストレートに自分の言葉 

で感謝の気持ちを具体的に表 

現することです。 

このお礼状は形式に沿いな 

がらも、自分の言葉で感謝の 

気持ちが具体的に表現されて 

います。また、丁寧な字体で、書き手の礼儀正しさがにじみ出ています。見事な礼状

だと思います。 

皆さんもこれから、職場見学やインターンシップで企業等にお世話になったり、オ

ープンスクールで大学や専門学校等を訪問することがあると思います。自筆で簡潔に

自分の言葉で感謝の気持ちをストレートに表現できれば、きっと素敵な大人に成長し

ていけることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４節気【大暑】たいしょ：7 月 23 日頃 
一年中で最も暑い日という意味です。しかし、実際に最も暑いのは 8 月上旬頃です。

ほとんどの地方で梅雨明けもしくは、梅雨明け間近となります。7 月 20 日頃が「土用

の入り」 で、立秋の前日までの、夏の終わりの 18～19 日間が「夏の土用」です。 
子どもたちは夏休みに入ってわくわく。農家にとっては田の草取り、害虫駆除など暑

い中での農作業が続く大変な時期です。 

 


